
?君事〔堂島

延長32キロ、東名高速道路厚木インターチェン

ジと、結槙新進に接続する小田原嵐祭とを最短距

離でむずぷ一般関濁宮71号線の新設工事が、 42年
度完成、必年実用化を自擦に、日本道路公団の苧

ですすみ、市内でも城所・何時地底矢崎・金田地

区飯島・金問地区広111'旭地区公所・下吉沢など

でプルトーザーやタ・ンプカーが5なりをあげてい

ます。昭和38年江陽中裏手に関公関東京支社小田

原厚木線道路工事事務所〈駒栄一所長識鰐90名〉

が開設されてから 4年ぷりで、静かな平塚郊外の

嬢相安一変しょ 5としています，この新設鼠還

は、 43年度軍事過を伝えられる東名高速道路東京厚

木聞け車線時速 100キロ〉のヱ事と主主識を合わ

せており、将来東京から需草木インターチェンジへ

流れ込む大鐘の車を、国道 24B号・悶 129琴線と

ともにさばζ5とするものです。

総体計画では、初年度あたりまでに、 2m癒円以

上の巨費を投じて、個篤14メートル 4車線を完

成、時速80キロのハイスピードで 1日1万400r台
設でをとうそうとい5もの。ちかく完成するの

は、その半分の智宣言随員で、 7メートル 2車線

分。それでも用地震収費をふくめ 160億円が没入

されたといわれます@時速80キ口で走ると、厚木

小田原砲の全線32キロは、 25分前後でかるく走り

ぬけられる計算。厚木、金田111翻の平面交差区趨

で、若干スrードは落ちるとしても、金問IIh小

田原題はオール立体夜空室で、制限時連いっぽいを

確保できるといわれます。

地図でもおわかりのように、 ζの道路は有税道

路。来確認ですが、通行料金は普通車で 1キロ10
円程度が予定され、全線で 300円台のもよう。イ

ンターチェンジは繁華穿県道と交差する金街地区の

飯島に設けられるほか、二宮町中堅の住宅留地南

側と、小田原市鴨の窓郊外の3か所。料金徴収所

は公所と吉沢の境いに平塚籾金所が、また、精/

苦言に小国旗斜金所がつくられる予定。飯島の平塚

インターチェンジは、間部落の間側に、半グロー

ノ〈ー裂でつくられ、恩遂と秦野県選を接続して、

平塚市民がもっとも利用するものになりましょ

;o，飯島厚木閣の平面主主主主区駒は、事実上無制区

騎となり、平塚市の環状道路の一部としても大い

に利用できましょ 5。大機以西の海岸線に工事中

の、西r1?バイパスとならんで、平塚を横断する、

ζの国道 271号は、平塚の交通事情を大舎く変容

すると考えてよいものです。

ロの癌動車道時

@イ〆タω チ三シジロiil1持科金徴収見庁

は
た
ち
の
ち
か
い
串
読
む
i
地
底
の
成
人
式
で

やがてこの橋部のうえ吾、持速80キロで自動車が流れる・調道Zi1号線の

立体交鍾コこ事〈調鴻矢崎地区で〉

原
@
潜

・
黒
部
丘
東
部
・
旭
・
中
原
'
車
中
京
・
南
原
・

幡
a

車
円
十
一
・
四
之
宮
間
舎
費
回
・
金

me城
島
・
閉

・
神
田
・
金
問
・
土
決
な
ど
で
、
会
場
は
、
公
開

が
十
四
で
も
っ
と
も
4
9
く
、
中
学
絞
二
、
神
社
二
、

農
協
や
町
内
会
館
な
ど
一
一
一
で
し
た
。

マ
主
催
者
は
公
民
館
が
十
五
、
自
治
会
、
町
内
会
、
師

落
会
な
ど
の
民
路
団
体
が
六
。
成
人
の
つ
ど
い
と
い

5
名
称
を
使
っ
た
と
こ
ろ
が
大
半
の
十
八
で
、
成
人

式
と
し
た
と
こ
ろ
は
一
一
一
地
区
で
し
た
。
開
催
日
は
一

月
十
五
日
の
成
人
の
臼
に
一
一
十
、
一
地
区
だ
け
前

g

に
単
行
し
て
い
ま
す
。

マ
間
開
館
内
容
で
は
、
①
一
成
人
式
の
あ
と
践
談
会
・
懇
談

会
・
映
画
会
な
ど
を
行
な
っ
た
も
の
十
一
、
⑦
成
人

式
と
銭
談
会
を
あ
わ
せ
て
行
な
っ
た
も
の
八
、
合
神

社
支
報
告
祭
を
し
た
の
も
二
地
区
で
し
た
。

マ
市
内
で
、

ζ
と
レ
あ
た
ら
し
く
成
人
に
な
っ
た
人

は
。
せ
ん
ぷ
で
一
一
一
平
百
七
十
名
、
己
の
)
九
一
%
に
あ
た

る
こ
千
八
豆
ハ
十
一
一
一
人
の
λ

だ
成
人
式
の
通
問
主

ら
れ
、
そ
の
う
ち
一
千
百
八
十
七
名
(
間
一
%
〉

一
一
十
一
金
援
の
成
人
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
司

加
数
は
、
成
人
に
な
っ
た
人
全
体
の
一
一
一
七
弾
。

55告は霊安2222REH点目;521さ量子22ぇgpg鰐52H詰読書量id
iiiii!iEiiiiiii1iiii;!?i i i!ii iiifiiiii i !???i龍三
雲棄さ宣言EZ之55事主主事悪霊雪量皇官胃事室長支主主 l プじ二二ヰぶ匂3ーで b 程聖堂82襲撃嘉

許諾語223室匂白書PZ害程誤認可鍾麟き乃島22さZ害警君事?22555塁言著書

記iiiiiiiiiii1jiiii;;i;山駅C撃は ii1iiiiiiiiiiiiiiifil 
l麗訪問時五戸話通ぶ日明言zz;E522i?2!??
11轟訓話室長守司法三国籍鐘議凶器堅持品堅持54U即時
I t聾忠明唱がR4市民 間Air-三是認可塁。Z2325併号室雪期中

日!聾官自主主主主間ipiiili;当時!i罰金iiiififiifiiii経
11型盟ム 152ミ。見当記252信村 長 路 宇 奈 はhdU民芸語毒EZ書室主望書?;討議それ

「人間教簡の記録」第 1腐 iこ入選

文部大直重量をうけた

小泉博 さん
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(2) 第 184号〔第3種郵便物認可)

。。と

一
月
四
日
、
平
塚
の
中
心
市
街
地
を
弱
火
地
域
に
出
回
定
ず
る
娃
設
省
告
示
が
効
力
を
発
し
、
紅
谷
町
・

明
石
町
・
宝
町
・
宮
の
前
に
ま
た
が
る
一
一
一
・
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
あ
ら
に
に
紡
火
地
域
に
追
加
さ
れ

ま
し
た
。
い
常
設
で
、
平
塚
の
防
火
地
域
は
、
思
道
一
号
制
を
中
心
と
す
る
主
要
鶴
居
街
め
道
路
沿
い

に
、
十
一

2
十
五
話
麟
で
帯
状
に
指
定
さ
れ
、
防
火
建
築
帯
の
震
に
つ
な
が
る
形
態
を
中
、
主
し

て
い
ま
レ
た
。
今
路
市
り
指
定
は
こ
れ
を
さ
ら
に
す
す
め
た
か
た
ち
で
、
駅
を
中
心
と
す
る
践
自
信
一
帯

を
掻
定
地
域
と
し
、
ま
ち
会
体
の
防
火
模
造
化
を
め
ざ
す
も
の
と
い
え
ま
す
。

今
回
の
追
加
指
定
に
よ
っ
て
、

OE.~ 

1
1
1
モ
ダ
ン
な
愛
弱
紡
稚
園
|
|
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第 184号(第3種郵便物認可〉

I=t 

昨
年
度
特
別
償
却
の
対
象
に
な
っ
た
認
岳
製
作
所
の
ク
ラ
ン
ク
プ
レ

ス
2
購
入
価
格
一
平
二
十
五
万
円
で
、
初
年
度
普
通
償
却
プ
ラ
ス
価

格
の
三
分
の
一
の
特
別
償
却
が
認
ら
れ
た
。

昭和若手 2月訪日(事)

{税務豊富宝聖書聖観課}
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(4) 第 184号(第3種郵便物認可)

。
ピ
カ
。
と
名
付
け
ら
れ
た
だ
い
だ
い
色
の
く
ず
入
れ
は
、

市
内
に
約
三
吉
岡
畑
、
街
頭
の
く
ず
か
ど
と
レ
ず
愛
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
加
藤
市
長
り
欧
米
視
察
か
ら
発
案
さ
れ
、
美
俗
運
動
に

よ
っ
て
街
福
岡
に
な
ら
ん
だ
と
い
う
生
い
立
ち
脅
も
ち
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
製
の
し
ゃ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
。
い
ま
ま
で
に
、
街
頭
の
紙

く
ず
一
掃
に
大
き
な
幼
果
を
あ
げ
て
吉
ま
レ
た
。
最
近
、

ζ
れ

に
お
台
所
の
と
み
を
世
げ
込
h
u
奥
ざ
ま
が
出
現
、
一
部
の
く
ず

入
れ
が
ま
ち
の
人
気
を
お
と
す
浮
書
留
を
弗
る
よ
う
に
な
り
、

関
係
者
の
潤
で
一
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
の
く
ず
入
れ
の
め
ん
ど
う
を
み
↑
た
な
い
ま
ね
ば
、

て
い
る
柴
山
山
運
動
自
封
印
脚
本
部
〈
市
民
一
め
く
だ
さ
い
ま
せ
i
。

静
内
〉
で
は
、
と
り
あ
え
ず
、
投
げ
一
と
ん
な
電
話
も
あ
り
ま
し
た
。

込
み
奥
ざ
ま
り
自
暴
的
反
省
を
京
め
一
モ
シ
予
ン
市
民
祖
母
2
街
頭
の
く
#

受
注
と
し
、
「
く
ず
入
れ
ピ
カ
は
一

ζ
小
、
あ
れ
に
台
所
の
く
ず
季

街
頭
の
く
ず
か
ど
。
台
所
の
ど
み
は
一
る
人
kmし
み
た
ん
だ

P

つ
と
め
人
押

す
ぐ
ピ
カ
を
い
っ
ぱ
い
に
し
、
し
か
一
あ
り
や
i
、
共
か
せ
晋
だ
よ
。
山

も

く

さ

り

や

す

ふ

て

非

衛

生

約

で

す

一

け

に

滅

ぶ

く

ろ

に

入

れ

て

き

て

、

市

内

で

ど

み

容

器

家
路
の
と
み
は
溜
婦
車
へ

i
」

と

呼

一

お

り

が

か

り

に

さ

っ

と

入

れ

て

い

を

発

り

歩

い

て

い

る

者

が

び
か
け
て
い
ま
す
、
お
台
所
の
ご
み
一
た
ん
だ
。
な
ん
と
か
な
ら
ね
え
4

あ
り
、
と
き
に
市
役
所
の
一
怒
ま
え
を
健

が
品
ふ
れ
て
い
亡
は
、
せ
っ
か
く
の
一

i
、
き
だ
な
く
つ
で
し
ょ
う
が
h

け
て
フ
ル
潤
哩
転
し
て
も
、
週
に
一
一

2
一
一
一
一
っ
て
い
る
よ
う
で
ず
が
、
市

ιは
な
ん

ピ
カ
晶
、
か
え
っ
て
あ
だ
。
街
頭
の
一
や
e
し
っ
か
り
し
て
く
れ
よ
|
、
間
の
収
集
が
ぎ
り
ぎ
り
の
線
で
す
e
ζ
一
の
綴
係
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
と
注
意

く
ず
か
ど
そ
隠
用
す
る
な
ん
で
は
し
一
え
i
。

」

の

た

め

、

収

集

作

業

り

ス

ピ

i
ド
を
少
一
持
品
。

P
予

邑

響

、

主

毒

患

自

で

さ

喜

志

民

、

£

品

、

主

題

、

、

主

宅

、

急

司

、

急

司

、

、

益

事

会

事

曹

長

昔

、

£

民

、

よ

途

、

、

主

設

急

て

新

を

は

設

金

醐

開

。

貿

公

り

照

万

た

に

備

資

家

か

賛

。

ゅ

っ

と

共

一

勤

。

渋

の

チ

対

。

つ

費

用

入

新

調

停

万

2

布

矯

応

し

、

費

、

滋

新

収

ょ

の

回

隣

利

ゆ

し

敷

務

簡

平

2
事

名

た

だ

な

に

タ

補

%

、

円

一

に

よ

よ

鱗

万

穏

を

好

が

o
u
e

泊

を

円

る

り

転

経

で

そ

た

貿

計

m
金

砲

を

地

安

川

を

設

ト

を

ヱ

M

出

額

る

怒

る

編

め

ク

の

却

向

万

ア

装

計

に

整

喧

を

基

き

げ

打

に

内

m

万
す
切
移

5
算

う

し

の

を

方

。

関

数

敷

え

河

m
と

一

所

分

員

減

あ

予

せ

円

た

ラ

分

事

方

制

。

会

2
も

ど

港

町

犠

車

8

続

よ

億

計

方
M

問

3
対

仕

を

な

予

と

収

m
子
平
佑
分
川
の
加
増
山
川
方
議
日
富
岡
度
定
を
で
る
台
。
方
の
ト
台
助

1

1
た

仲

チ

)

な

漁

金

円

急

ん

引

U

1
会

1
出
冨
昨
日
に
随
窪
行
度

1

同
闘
方
利
何
引
算
消
荷
揚
も
m
円

入

平

地

ク

保

年

で

月

中

す

見

の

由

化

、

5
世
間
閉
山
に
し
新
一

L
開

制

た

勧

万

救

せ

は

売

に

一

m
U
A

山
一
一
恥
…
同
町
一
一
袋
詰
一
脚
一
説
一
即
日
一
一
間
劇
淵
…
醐
畑
一
一
一
沼
山
町
一
一
一
一
一
…
町
一
前
一
環
同
点
…
…
…
一
?
駅
一
一
一
一
訓
郡
一
弘
…
一
立
一
問
。
…
一
一
一
散
時
一
一
叫
げ
は

も

係

へ

潟

生

詩

、

検

。

階

会

お

年

用

費

、

@

相

一

制

問

8
下
方
り
@
筋
の
た
度
ぬ
が
に
を
し
保
持

5
結
計
民
改
的
施
和
相
川
工
と
改
た
・
台
に
輪
、
を
セ
ま

る
穂
市
内
備
夜
、
設
力
の

3
・
発
万
本
館
地
変
す
の
ポ
の
・
檎
ー
な
化
鉄

m
る
年
・
酒
場
設
額
腐
山
田
ス
り
を
改
地
算
間
続
(
、
用
地
レ
係

2
村

綴

で

ど

肉

し

け

修

域

整

学

て

仮

耐

も

筋

す

繍

1
の
同
国
袈
年
で
内
ス

m
係
入
場
に
算
に
方
す
必
係
計
葬
建
滋
賀
庭
ウ
造
内
地
土
予
共
谷
金
少
不
土
ま
関
に
回

1
2・
友
金
額

つ
改
底
。
設
小
し
を
地
た
鉄
で
に
地
円
公
開
寺
中
地
民
方
穏
鳥
広
と
予
丘
平
設
。
開
設
火
墜
を
工
生
ハ
荷
万
土
岸
も
街
紅
勧
結
度
模
し
画
廊
署
と
す
…
計
一
質
、
増

を
洛
卸
す
筋
膜
と
婁
の
し
の
定
き
用
方
自
と
ま
設
村
市
平
費
道
年
こ
を
部

3
新
よ
費
建
の
骨
額
商
梁
語
、
関
野
沿
金
路
、
補
築
年
規
額
毅
防
援
ま
…
金
い
催
加
を

一一一一一町一一信欄法一叫一一信一一一肌弘一一一諸問一切何一一日間臨調酌…一一日持管一一献一器棚一倍程時一一山山一一都一一一一時尚一宮川沿糊側一一札…糊…田辺一四

醐

醐

醜

醐

醗

額

題

a

醐醐

t
叩
ぴ
円
山
出

昭和 42年 2月 15臼

崩災街認や新地下道負担金など
昨年来成立した41年度12月補疋予算は、一般会計に9087方向

競輪事業特別会計に 1億 77075円をそれぞれ増額しました。こ

の補正によって今年度一般会計の予算額は3~億K9:J5万円、童話輪
会計は29鰭8153万円となり、一役特別会会計を合算した平塚市

の予算規替司法86億:6357万円となりました。人口J475人の市で、

}般会計30録台の予算規模は、全国有数のものといわれます。

遺
族
の
慰
箆
債

券
を
関
東
い
よ
げ

政
府
が
ニ
万
一
千
円
守

政
府
は
、

マ
印
鯨
登
録
を
鋭
っ
て
い
る
市
民

課
窓
口
係
で
「
閉
鎖
の
宇
続
吉
を

あ
ま
り
に
入
ま
か
せ
に
レ
ナ
寄
る

の
で
は
な
い
か
」
と
心

1
h
l

配
し
て
い
ま
す
。
関
係
事

の
統
計
に
よ
る
と
、
本
町
ヰ
l
h

人
で
手
続
き
し
た
人
は
句

l
i

総わ

印
鑑
愛
録
で
六
七
%
、
‘
誠
一
U

印
鑑
証
明
で
は
間
九
%
昭
一

J

に
と
ど
ま
り
、
登
録
で
今
、

は
約
三
分
の
一
、
印
鑑

!
J

統
間
関
で
は
半
数
以
ょ
が
代
短
人
だ

と
い
う
哨
t

い
と
で
す
。

マ
実
印
は
、
自
分
の
財
産
を
守
る

ほ
か
に
、
い
ろ
い
ろ
な
法
障
に
も

と
ず
く
手
続
き
の
5
え
で
も
犬
切

な
も
φ
。
替
は
、
首
切
り
削
悼
と
も

い
わ
れ
た
ほ
ど
で
、
い
ま
で
も
そ

の
遺
裂
さ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

マ
反
面
、
新
簡
に
も
と
吉
ど
吉
報

道
さ
れ
る
持
ト
ら
が
あ
る
よ
う
に
、

実
印
の
も
つ
効
照
が
悪
用
さ
れ
る

事
件
も
お
こ
り
ま
す
。
本
人
の
意

思
と
は
別
の
か
た
ち
で
契
印
が
使

わ
れ
た
え
そ
れ
ζ
そ
一
大
変
子

炉

マ

そ

れ

だ

け

に

、

慾

時
〆
口
係
は
、
印
開
事
務

キ
H
J
の
敢
り
扱
い
に
は
慎

4
H
H
H
9
蚤
で
「
最
近
の
入
ま

ザ

i
J閃
か
せ
の
傾
向
は
危
倹

ブ
れ
刊
だ
し
、
心
配
」
と
い

」
鳴
い
、
議
員
の
心
労
も

城
大
寺
い
と
一
訴
え
て
い

ま
す
。
印
銀
証
明
だ
け
で
ゴ
出
数

罵
道
、
「
ま
ち
が
い
が
お
き
て
く

れ
な
い
よ
高
栃
る
よ
う
な
気
持
ち

だ
」
と
は
あ
る
織
演
の
ζ
£
ば
で

す
.
で
嘗
る
限
り
人
に
ま
か
せ
な

い
、
実
印
を
と
ど
け
る

ωも
、
印

鑑
寄
羽
を
と
る

ωも
、
な
る
パ
く

自
分
自
身
で
し
て
く
だ
さ
い
。

'''; ~ヤ草耳碕認の財源は、童話
i一般金計・

....輪競馬収畿の伸びにと

もなう諸収入金の増加分355~方向、
慰鼎の支出金収入2704万円、 市農

24∞万円などが中心で、土 木設に
6162万円、教育費に124日万円、総務

聖堂に1190万河、民生費に99875円、
践林穏ヱ質に817方向、鴻防費に

439方向の!閣で支出予算を鴻額しま
した。

ζの結果、一役会計支出予算の機

成主じは、土木襲23%、教脊翼19.3~回
総務費18.6%、民生資11.4!?臣、衛生

讃 9.4%、践林商工費 7.3%などの

闘とotttl、性質問jに分類すると建設

費生3.79臣、人件費27.5%、物件費

8.4%、その他の消費約経質7.1->%と

主主りました，

〔新事業費Jl2月補正で予算千むしたあ

たらしい事幾費は次のとおりです@

親都市計酋街路障害保・官511万円増

①馬入一久領堤聞につくる八幡須

賀線立体重E謹新設ヱ事負担金5985
万円を計上しました。己れは総工

費 3億5000万円の5ちの平塚市負

担金今年度分で、工演の3分の2
は盟主輩、残りを国鉄と市が分担す

るもの.調鉄の増線雪十闘が吉百~b
ottいたゆ、計磁の確定がおくれて

いた平塚鰐 2の立体交差も、 ζの

魚期金納入によって具体化の段階

にきました.この地下道は中央地

下道より大きく 4車線、完成する

と自に 1万台の車をさばき¥le，。

②平塚大磯海岸線の用地買収費も

計よしました。際発公社が先き潔

いしたごと地の代金で、公社へ返す

もの。舟期予定安早め42年度告者選

分まで予算化しました。

甑都吊計画公園関係・ 762方向潜

①湘南海岸公臨{太洋中南部〉に

つくっているプーんの循環海佑議

燈工事を行、~v'\'\ ととしの獲の関
舗に備えるζとにしました。

議防災街道量成事業・ 2014方向を童十よ

駅前に共同建築を行なっている務

災街区に対する碕助金1907万円な

どを予算化したもの。

留酒路新設改良関係.1273万円満

①田村条件道路1273平 方m、旭万

国5図 綿1603平 方m、旭下万回線

321平 方m、技大島線郡部改修分

331平 mの各用地翼収資。

②神戸翼回線拡張のための家屋移

転、前3路線用地貿波にともな5
家展移転各祷償稿。
③国道 1出号線道路照明灯設援に
対する負担金330万円一総事業費

1650万円で国道1号線古河需工入

口耳石盤点簡に 400W水銀灯など

し3

が死を招く

21事



文
部
省
議
準
を
こ
え
る
穴
一
自
力
口
ザ
i
i限
ら
れ
た
綴
援
の
な
か

で
栄
餐
士
は
、
お
い
し
さ
と
栄
養
に
取
り
組
ん
で
い
た

も

殺後の昭和22年、郵l食から仕2発

した学校給食は、食糧難とたたか

い施設の充実をつみあげて、 ζと

し椅2む年を迎え、 3Jl4臼農業会

館に記念行事を行な5までになり

宏した。平塚の学校給食は、いま

栄鐙士など織輿82入、年間約 1億

円の経費で、 16校12.000人の小学

生に、毎日 600カロリーの完全給

食を行ない、体位向上や食生活bこ

対する昌喜心の向上主主ど効果を請書げ

ています。交部翁方針では、 46年

度までに、残る中学続にも完会給

食恐行記~3 といわれ学校給食は今

後さらに充実する予定です。

一日、体湾館に学校給食援をひ

らいでいる崇醤小を訪路、 7人で

1245人分の祭食をつくる忽務員

牛、かいがいしく働く己どもたち

にカメ?を向けてみました。

テレピもある特別ルーム日給量湾問{孟上級生の社交場だ

四
十
襲
算
議
定
し
た
十
二
月
一
い
て
は
襲
、
霊
安
ま
で
一

市
議
品
開
定
例
会
は
、
そ
の
審
濠
の
過
程
一
教
育
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
饗
事
レ
一

で

委

員

長

内

藤

市

議

、

鄭

署

員

長

今

込

だ

。

一

一
以
上
の
よ
う
な
襲
求
等
の
趣
旨
を
十
一

市

議

、

委

員

三

十

一

一

名

で

構

成

す

る

良

一

一

一
分
考
慮
し
、
無
と
受
渉
の
結
果
次
の
一

義
別
養
護
け
で
一
審
議
、
認
定
す
る
一
要
旨
の
壁
書
し
て
県
移
管
喜
一

に
あ
た
っ
て
次
の
ご
項
の
付
帯
窓
見
を
一
な
っ
た
も
り
で
あ
る
。
一

つ
け
ま
し
た
。
一
ア
移
臨
時
前
の
在
時
間
生
徒
は
、
当
分
一

川
監
査
委
績
に
指
摘
さ
れ
た
事
項
に
一
の
樹
現
在
の
施
設
で
環
態
勢
の
ま
宗
一

つ
い
て
は
、
骨
後
十
分
留
意
さ
れ
た
一
県
立
平
塚
商
業
高
等
学
校
の
生
徒
と
一

い

。

一

し

ァ

、

教

習

を

す

る

ALt。
一

川
財
政
の
超
過
負
担
に
つ
い
て
は
、
一
イ
現
在
皇
施
設
〈
校
一
地
の
借
地
橋
一

一
を
含
む
。
)
は
、
移
管
前
の
在
授
生
一

鋭

怠

そ

包

解

消

に

努

力

さ

れ

て

い

る

一

一

一
の
一
世
脅
目
的
終
了
と
一
同
時
に
移
管
前
一

さ
」
ろ
で
あ
る
が
、
な
お
い
っ
そ
う
一
の
状
態
に
復
す
る
司
住
。
一

明
峰
崎
山
ほ
い
1

一
ウ
移
管
部
室
校
生
選
挙
る
一

平
高
黒
移
管
一
言
語
同
日
目
立

l111iJE558Z白書

一

一

熊

野

神

社

/

均

時

泊

分

豊

田

陣

公

民

館

で

監

査

請

求

一

塚

市

が

支

弁

す

る

長

。

一

一
通
常
の
一
場
合
公
立
高
等
学
校
を
県
ま
一

「
理
到
な
レ
」

t
磁
答
一
た
は
国
へ
移
管
す
る
に
あ
た
っ
て
一

抽
出
合
副
制
緩
，
加
藤
盛
岡
蛍
査
委
員
は
一
は
、
こ
の
よ
う
な
形
践
は
と
ら
れ
な
一

宰
f
T月
十
九
回
、
市
長
と
教
育
長
に
一
い
も

ωで
あ
る
が
、
平
撲
市
立
頭
車
一

蝿
す
る
諒
査
請
求
を
「
請
求
に
理
由
が
一
高
等
学
校
の
県
移
管
に
つ
い
て
は
、
一

な
い
」
と
回
答
主
要
の
と
お
り
公
一
切
哲
一
事
事
長
に
移
管
レ
た
後
一

表
し
ま
し
ま
レ
た
。
一
の
一
一
一
か
年
に
つ
い
て
は
、
重
要
一

一
陽
業
高
等
学
部
門
と
間
醸
の
形
態
を
存
一

門

監

査

盟

関

求

同

盟

十

一

程

度

に

計

よ

一

一

一
線
さ
せ
、
こ
れ
を
県
立
平
援
商
業
世
間
一

し

た

市

京

翻

業

高

照

移

管

費

パ

一

由

一

一

一

一

一

一
等
学
校
夜
間
定
時
制
に
発
援
的
に
解
一

十

五

万

円

は

、

地

方

財

政

法

の

割

以

出

一

書

一

一
消
ざ
せ
る
窓
越
に
も
と
づ
い
て
、

ζ
一

的
寄
付
金
等
の
禁
止
、
地
方
公
益
一
の
特
筆
形
態
が
と
ら
れ
た
も
の
で
一

体
相
互
閣
の
経
費
の
負
担
制
関
係
の
規
一
あ
る
@
こ
の
実
態
か
ら
み
れ
ば
、
今
一

定
な
ど
に
議
反
す
る
と
い
う
も
の
。
一
翻
の
移
管
契
約
の
う
ち
在
校
笠
の
教
一

底
資
の
結
果
・

ω黒
か
ら
紹
和
一
一
一
十
一
湾
事
務
に
つ
い
て
は
、
形
式
は
移
骨
一

八
年
十
舟
に
当
市
に
対
し
県
立
平
塚
一
で
あ
つ
で
も
、
実
績
的
に
は
平
塚
市
一

樹
業
高
等
学
校
に
夜
間
短
時
制
謀
議
…
の
教
育
事
務
を
療
に
委
託
を
し
た
と
一

を
併
置
す
る
計
闘
が
一
市
さ
れ
た
が
、
一
同
閣
の
も
む
と
判
断
さ
れ
る
も

ωで一

己
れ
に
対
し
当
市
は
平
塚
市
立
商
業
一
あ
る
。
従
っ
て
請
求
に
か
か
る
平
塚
一

高
等
学
校
の
自
然
需
授
に
い
た
る
お
一
市
立
商
業
高
等
学
校
県
移
晶
画
費
と
し
一

そ
れ
、
お
よ
び
義
務
教
育
優
匁
の
取
一
て
納
付
さ
れ
る
も
り
は
、
実
簡
的
に
一

政
的
属
地
か
ら
県
移
符
益
優
替
の
方
一
は
平
援
市
立
務
業
高
等
学
校
教
育
事
一

策
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
平
探
一
務
の
閣
内
へ
の
委
託
的
性
格
を
も
っ
経
一

市
立
鶴
業
高
等
学
校
を
燥
に
移
管
す
一
援
の
支
弁
と
観
念
す
べ
き
も
の
で
あ
一

る
申
し
入
れ
を
行
な
っ
た
。
己
れ
に
一
る
。
旬
以
ょ
の
ζ
正
か
ら
平
塚
市
一

対
し
、
閣
聞
は
あ
く
ま
で
も
狼
自
に
生
一
立
問
開
業
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。

…

逮

戸

反

民

ず

る

も

ωで
は
な
く
、
ま
た
同
一

一
ガ
、
平
由
縁
掛
市
立
商
出
業
需
高
恒
辱
押
学
拙
授
世
記
一
滋
第
二
十
八
条
の
ニ
(
幼
方
公
共
団
一

校
生
お
よ
び
卒
業
生
の
一
部
は
品
く
一
体
椙
官
友
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縫
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梁
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ず
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特命 i品
別議
委会

解

治

安

決
算
に
付
帯
意
見

7人 で1200人の食事をつくり (l王〉食鐙を，先って区分けする〈右〉・・なれてい

るとはいえ早朝がら 1白がか自の作業が〈りかえされる〈薮翠皇室で〉

次的方lま褒録申し'"をきれないと名簿へ進加登録できません，

したがって地方選挙に投禁できません. ， 新有権者昭和21一

年"月128-昭和田年 3H2羽生まれの新有徐行で 3今月以上

平塚に居住している方 1.t3F11日までに取し泌をしてください.

2 住 所 事 総 省 昭 初41年 7JH18-41年12月 2臼までの転入

者で未だ奨励届It(名簿登録のゆ出)をしていない人は的住所地

からの登録(朱交錯)証明書を添えて申し出をして〈ださい.

. ，なお従来から引き続き平塚市内に居住されている瀦20オ以

上の方で名鯵4こ驚録されていない方も;TC出をして〈ださい.

喰し術書信市役所 4姥選管楽務局にあっますからおいでくださ

い.迷絡 (22)1100 内線 431-，t33

{平理市選挙管理主喜重量蜜1
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膏
学
校

勢
首
脳
行
パ
ス
六
本
下
車
・
二
一

九
四
八
)
へ
手
続
き
を
。

市
阿
国
由
闇
鑓
へ
、
同
国
議
の
祷

間
閣
安
続
け
る
平
窓
口
i
タ
p

ク
ラ
ブ
は
、
い
ま
良
書
の
蔀

判
の
高
い
四
つ
の
シ
リ
ー
ズ

亭
寄
贈
申
名
付
け
て
平
塚

ロ
ー
タ
リ
ー
交
覇
、
ム
可
月
は

と
の
女
障
を
紹
介
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史
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リ
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史
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岡
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一
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。
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近
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築
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摩
議
議
が
出

し
た
〈
環
代
g
本
女
学
金
集
〉
は
、

作
家
・
作
品
の
選
叫
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な
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か
ら
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と
れ
設
で
に
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と
も
オ
ー
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家
学
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と
し
て
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か
し
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の
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年
を
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で
、
新
し
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作
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e
作
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な
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。
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と
し
た
の
が
、
再
編
集

さ
れ
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現
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女
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し
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な
評
議
で
あ
る
。
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ん
ス
首
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(7) 昭和 42年 2月 1513 

がんの疑い人
衛生課は、 4月から 5月上旬にか

けて、 40才 以上のs人を対象に、官jの

レントゲン検査を行ない紫す。日本

人の死因の第 2位を占める「がんj

のなかで、一番多い腎がんをE三期発

見しようとするもので、今屈の検診

人鰻は 500人までの予定。自治会や

lltJ内会代表者を通じるか、あるいは

直接市役所衛生課保健揺導係へ申し

込んでください。

昨年度は4J:l人が受診、実需なし

は 186人、がんの疑い11人、誇ポジ

ープの疑いH~入、 ~l ll'聖書量 .121旨鴎讃
療の疑い57人などをふくめ、半数を

ζえる 327人が異常と診断されまし

た。異常ありは受診者の549%、が

んの疑いは 2.69五に担当するもので

す。 40オ以上の:おは、早めにお申し

込みください。

軍盟臼時会場・ 4月 -5月上旬、一部

続審公民館で干すなうほか、申し込み

に従って順次他の会援を決めます。

車盟申し込み・ 3月2ヲ日設で、ただレ

500名まで先着時君。

濁対象など・ ~O才以ょの入、関援緩
影は無棋です。

日ぜきと

ジフテリア

衛生課では、 2月20日から沼田ぜ

容とジブテリヤの交合予防袋留を干す

ないます。該当のお子さんをお持ち

のど家庭では、母子手量産を持重量の5
ぇ、お近くの会場へ。

霊童該当者 '(1)第 1翻

18-41年10月 3

子と、生後 1!l!:も

ていないニ子(今回 3間五基盤〉、 (2)
鱗 2 耳~'"昭和ザ年 5 月 1 臼 -40年
目月日目までに生れた子で、昨年

の春第一拐を完了した者(今回 1
回接種〉。

欝巡回尽草宮

2月初日 金白星霊協、土援小学校

吉沢小学校

H 21臼 J l 日 公 民 館 鐙 回 公 民 館

， 22白 神田公民館 !日四之宮公

良書官

IJ 23白 金正日公民館花水公民館

Q 248須賀公民館富士見公民館

u 25日兇附台武道場松際公民館

H 278 中原公民館八幡公民鍛

重量帯関・土屋、吉沢、豊田、金E日は

午後 2時 3時まで。その飽の会

場は午後 1時30分 --3時まで。

〈第3種郵便物認可〉 第 184号

であり、診療は緊急患者に怒るj と

されています。以上のほか、市内の

敬意雪病段式次のとおり

豊富共済病院...，.…・ (22濁 1950)
(22閣の015)
(21騎阿部，)

(22局 0346)
(22題。570)

緩永瀬病院 υ ・… 0・(22局日715)

貴蜂荘授産所で

入所者20名募集

「身体臣室害者には、罪苦情でなくチャ

ンスをJ…平塚霞燦荘授産所で新規

入所者却名を募集しています。身体

障害者に能力に応じた職業技術を与

え、自立社会話室帰をたずける間授産

所には、いま80名 の 人 が は い の 縫

製 e木こζ・謄写印刷 aクリーニング

の 4科で実際の業務に従事していま

-:9Co こんど鉄筋3'誌の施設が完成定

員 100名となるための募集です。入

所中は、本人の就労に応じた収入が

あり筆寄宿舎も完備、入所者は収入に

応じた食農を負担するしくみですe

入所資格は、身体障護者手磁をもち

働きたい希援のある人。市福祉欝務

所に棺談して入再可決定通知書をもら

い、 ζれに綾康診断書事を添えて、軍霊

峰荘所長あてに入所申し込みをして

ください。県3主鐙業高続行きパス終

点下車徒歩1分。いちど見学を…。

民?担当ihまjg会22j説話53雲5f皇賞鰐門吉シ吸属高5525j雇:説;量;12器全量弘h
izijiii;ii昨日明言語事長時むを議判長243守二五諮問説

日_1'd!ilJll<':'Il!l5lil大古い、パ地 d 日ドれ室?襲会主昭辺諸ら…札前勇警214護霊おす長官 I""， flポ 日
1 同十妥 5主 代 i棋( 時金」る育ト区動話番ひ七②った観マ畿畿畿〉 弐〉岩手二4ゑ緩幾重襲 っ eかの・ 、M 氏会議 M 二

前評言語主要持吉見詰円22往時九鱗齢噛鱗鱗額 555五需220雲25
5iii;!iififiii?iiiifi1122:言iiiiiiiii;計?iffi主

計ifitzi!??足許i。ififfE雪量iii号jsi1iiHHi;ii

21喜

青少年映函劇場

畠時3品分一塁容認;_.

i器は糞イヒ命題

お気軽lここ守宮談〈ださい一重宝済部鶏ヱ毒患 (22) 170語

館品の品質や表示・安全性僑生

街などで疑問があるとき e 畳居不
足や誇大広告を発見したとき，哨

資生活について意見・要望がある

ときに事111'司会山消費者探護がねら

いです.

窓口一 (22) 2 31 0 
中地方事務所総務課

曜講翠援藍聾韓購翠輯輔混濁援護趨
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門
広
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ト
口
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円
悼
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環
託
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貸
し
ホ
ー
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り
ま
す
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館
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な
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動
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窓
a
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占
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公
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、
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よ
う
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掴
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催
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行
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あ
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語
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・
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ま
す
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わ
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憎
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る
一
方
、

母
親
ク
ラ
ブ
や
学
級
な
ど
は
市
が
主

鰭
す
る
方
法
を
と
り
、
情
民
り
負
担

を
軽
減
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

λ
岬
蝿

e
涼
邸
耕
子
〈
主
婦
)

昭和42年 2月15E1 

ト

市民活動と社会教育

官制化むり/運営留を研究

し
ホ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
共
開
問
学
習
や
公
民
館

の
社
会
教
育
活
動
は
、
管
制
約
な
、
い

わ
ゆ
る
お
役
所
し
と
と
的
な
す
ふ
母

方
で
は
効
果
は
期
間
で
容
ず
、
み
な

さ
ん
が
自
民
山
た
ち
の
も
り
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
事
U
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
方
針
か
ら
、
公
民

館
長
に
は
民
騎
人
を
穏
期
し
、
学
級

趨
営
の

5
え
す
も
、
た
く
さ
ん
の
市

民
に
役
員
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た

ζ
の
立
場
か
ら
、
公
民
館
で
共
同
学

習
を
主
鰻
・
運
営
し
、
市
民
は
出
席

す
る
だ
け
と
い
う
か
た
ち
に
は
、
い

ろ
い
ろ
間
調
が
あ
り
ま
す
。

}v-唖

m

，，
ZE--.
，
十
五
の
市
内
品
公
民
館
仲
抽

出
市
河
川
地
区
り
校
舎
教
湾
セ
ン

タ
ー
と
し
γ必
自
の
公
民
館
諮
動
受

行
な
っ
て
い
ま
す
し
、
成
人
諮
問
出
や

母
窺
学
叫
酬
の
議
及
に
も
っ
と
申
、
黛

九
九

哨

L
ゑ

f
斗、

ご
S
9
芸
間

世

八

F

、
.

P

P

7
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ト

パ
A

p

m

雪

AP
浜
病
婦
人
会
五
手
間
と
衣
類
一
培
、
一

茅
ケ
問
問
中
巾
一
矢
一
野
富
農
ヂ
ざ
ん
一
千
円
一

代
宮
町
関
野
つ
よ
ヂ
さ
ん
五
百
円
よ

桃
滋
陀
遠
藤
登
記
山
一
千
円
、
中
原
上
一

宿
石
原
和
伴
氏
五
百
円
、
金
目
小
開
一

重
会
話
一
干
亙
百
一
一
一
十
八
月
、
富
士
園
町
一

地
誌
二
葉
会
寺
ク
ラ
ブ
一
干
丹
、
間

二
十
四
軒
町
寿
ク
ラ
プ
一
平
円
、
間

豊
原
町
時
間
会
一
千
七
百
円
、
浜
岸
問
中

生
徒
会
一
一
千
百
十
一
円
、
平
塚
長
昨

会
ゴ
ル
フ
部
一
一
一
干
七
百
二
十
向
、
八

時
串
咲
町
新
倉
悦
子
宮
ん
一
千
円
と
E

煩
一
旬
、
平
塚
新
慢
出
血
名
の
人
か
ら

六
平
内
と
衣
類
一
倍
、
績
浜
ゴ
ム
花

水
開
自
治
会
二
千
六
百
円
、
神
田
中

生
筏
会
一
平
一
冨
臼
五
十
円
、
梅
援
百

貨
厨
五
千
七
百
十
一
一
一
円
、
川
崎
市
中

村
喜
一
郎
民
況
干
問
、
東
京
電
力
車
問

がすくすくと伸びそのうちの一

本がかく設で大木となったので
ある。

わたしが小学生のζろは明治

の末から大工Eのはじめにかけて

の頃であったが、そのころはか

なり大きく怠っていて視の周麹

:にかんたんな閉1が設けられてい

た。木の途中がふた股になって

いて枝も多くのぼり務すかった
ので昼休みのときなどよくのぼ

って遊んだものである。

昭 和2('年 7月の大戦災以来轡

容とみにおとろへ生気も主主くな

ったがいまだに余R揮を7こもって

いる。 ζ5した木はあんがい長

生きするものらしい。

いつだったか七夕まつりのと

き審議員としてみえた神奈川ヱ
芸指導所長宮之顔武雄先生に己

の俸の根許でこの木の由来をお

話したら「捨らしい。接種から

発撃に宅る記録をもった大木と

い 5ものは己の樟以外法つあり

ますまい。その意味から言って

この木は e奨生の樟。としてた
いせつにされてよいι思")， J 
と云われもいまさらながらこの

揮 を 見 題 したのである。そ5
いえば、大木は各所にあるが、

種子を蒔いてから穿の出た記録

をもっている或ァにはむったにあ

るもので段、悲し」己の揮は名木

として永く保設したいと態。")，

くす

の樟

街 瀬 模 幸 喜

平草京市立繋醤公民館の躍にE吉

い織のフ択が一本おいしげってい
る。 ζの童話新は市民センターや

市立体湾館の敷地とともに!日平

塚小学校の広い絞地であったの
である。

ζの学授は明治18年Cl880)
ここに移されて以来昭和 21年

Cl946) まで日7昼間、町立とし

てまた市立としてζの地の児童
のための教場となって来たと ζ

ろであったが戦後の区関整理の

ため北東 70r米の地に還り主主替

小学校となったのである。

開校損害 6代富田〈清五郎〉佼

長の手記によると、明治28年 3
J328臼佼庭のー潟へ樟の積子を

蒔いたところ80日を経て 6月1呂
田発芽したとい")，己の種子は

神奈川県知事中野健明が沼清戦
争の勝利を祝して記念のために

県下の各学校に無償配布したも

のであった。かくて数本の笛木

実

た
だ
、
あ
な
た
が
ど
指
摘
の
よ
う

に
、
福
祉
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
底

社
協
号
、
背
少
年
課
で
は
母
親
グ
ラ

プ
を
、
市
民
観
で
は
自
治
議
奨
励
や

生
活
学
携
を
と
い
5
よ
う
に
、
い
ろ

い
ろ
な
ル
l
ト
か
ら
坦
留
が
出
、
実

際
う
と
き
だ
す
と
公
民
館
と
い
う
ひ

と
つ
の
場
所
へ
し
わ
寄
せ
さ
れ
、
あ

ま
り
に
多
岐
で
市
民
に
混
事
を
与
え

て
い
る
り
は
事
実
で
す
。
と
れ
ら
を

う
ま
く
運
営
し
て
い
く
方
法
を
検
討

中
で
、
あ
な
た
の
ど
窓
見
も
姦
曙
に

研
究
し
た
い
と
考
タ
で
い
ま
す
。

門
社
告
骨
i

吉
岡
課
長
談
一
日

あなたの知る範臨に、よい行ない
をした青少年(20才未満)がいたら、
氏名 年令=住所・学校または勤
務先ー後駕翠砲をお知勺せ〈ださ
い 微驚者は住所氏名をかならず
明記のこと 尽複を伺いません
広〈市民の推駕をおまちします

盤麓騒騒麓輯
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